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施 大 事 項 地球温暖化対策に対する取り組み

策 中 事 項 環境負荷の小さい交通体系の構築 海事振興部

名 小 事 項 物流の効率化等

[旅客フェリー・内航RORO船の利用促進

に向けた取り組み支援]

内航海運の二酸化炭素単位排出量は、貨物トラックの約５分の１で、

施 環境保全の面で優れた輸送特性を有していることから以下の施策を推進

策 する。

の イ）自動車による輸送が主体となっている「雑貨輸送」を、海上輸送

概 機関（長距離フェリー・ＲＯＲＯ船及びコンテナ船）へモーダル

要 シフトすることにより、さらなる環境負荷の低減を図る。

ロ）地球環境に優しい「海上輸送機関」を目ざして、既存船のリプレ

イス時における積載能力の増強や高速化、さらには最新の省エネ

設備・技術の導入による低炭素化に向けた取り組みを積極的に支

援する。

旅客フェリー・内航ＲＯＲＯ船は、陸上の交通機関のバイパス的役割

２８ として、国内幹線輸送の一翼を担っており、また、物流の効率化・地球

年 環境問題等に対応したモーダルシフトの推進が求められている。今後に

度 おいても、旅客フェリー・内航ＲＯＲＯ船の利用促進に向けた取り組み

の を積極的に支援する。

計 また、既存船のリプレイス時等に各種環境負荷低減に関する補助制度

画 の案内などを通じて、積載能力の増強や高速化、さらには最新の省エネ

設備・技術の導入による低炭素化に向けた取り組みを積極的に支援する。

平成２７年度には、九州を発着する長距離フェリー航路（片道300km

２７ 以上の航路）において、新たな省エネ技術を導入した次世代型フェリー

年 （従来船よりＣＯ の排出量を約２０％削減）が４隻就航した。２

度 また、内航ＲＯＲＯ船については、平成２７年度末において全国で７

の ４隻運航しており、そのうち九州では1／4にあたる１８隻が運航されて

実 いる。
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オーシャントランス㈱の長距離フェリー マルエーフェリー(株)のRORO船

「フェリーびざん」 「琉球エキスプレス３」


